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１ 安行小の概要 

 

（１） 所在地  川口市安行原２０２０ 

（２） 電話番号 ０４８－２９５－１８０３ 

（３） 平成３１年度 学級数 児童数（平成３１年１月３１日現在） 
 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 なかよし

学級 合計 

児童数 １６２ １４５ １４１ １５４ １５４ １３５ ２８ ９１９ 
学級数 ５ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ３０ 
 
２ 安行小の教育（平成３０年度） 

◎児童一人一人の学力向上

・「主体的・対話的で深い学び」の視点による質の高い学びの実現

平成２８～３０年度「考え・話し合い・学び合う学習」普及のための実践協力校推進事業

・道徳教育の充実による、いじめ「０」の実現

・一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実

◎児童一人一人の体力向上
・運動の特性にふれる楽しさを味わわせるとともに、体育的活動の充実と運動の習慣化の実現

・豊かな自然環境を生かした環境教育の充実と命の教育の充実

・「安行スタンダード」を活用した家庭との連携と職員間の共通指導の徹底

○ まじめな子

〇 あかるい子

○ がんばる子

学校教育目標

◎ 体力

①体力の向上

②安全教育・安全管理の徹底

③環境教育・食育指導の推進

④家庭と連携した健康指導

◎ 学力
①学習指導・指導体制の充実

②基礎・基本の定着

③読書及び音読の推進

④豊かな体験活動の充実

◎ 徳力
①心の環境整備

②人と人とのかかわりを重視

③うるおいのある言語環境の整備

④落ち着いて学べる学習環境の整備

○教育基本法

○学校教育法

○学習指導要領

○埼玉県小学校教育課程編成要領

○平成３０年度指導の重点・努力点（県教委）

○平成３０年度指導の方向（市教委）

地域・保護者の願い

○学習内容をしっかり身につけてほしい

○思いやりを持ち、心豊かな子になってほしい

○健康で、たくましい体力を身につけてほしい

○学校へ楽しく通ってほしい

○友達と仲よく過ごしてほしい

今 年 度 の 重 点 目 標
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今 年 度 の 努 力 点

目指す学校像 「ことば・こころ・いのち 輝く学校」

＜学 力＞ ＜徳 力＞ ＜体 力＞ ＜開かれた学校＞

 


